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新しい命の音を聴く 

校長 瀧山 聡美  

 

新緑の光の中、校庭の木々がまぶしいほどの若葉を広げています。４月のスタートから

１か月。内谷中学校という大きな木は、900 人の子どもたちが織りなす日々の営みによっ

て、瑞々しい生命力に満ちあふれています。 

さて、先日の全体保護者会では、学校と家庭で大切にしていきたい「啐啄同時（そったく

どうじ）」という言葉についてお話ししました。雛が内側から殻を叩く「啐」と、親鳥が外

から殻を突く「啄」のタイミングが、ぴたりと重なった瞬間（とき）に新しい命が生まれる

という禅の教えです。このお話をした後、ある保護者の方から切実で、かつ温かいご連絡を

いただきました。「いま、子どもが壁にぶつかり悩んでいるようだが、親として信じて待ち

たい。だからこそ、学校での様子を共有し、一緒に見守っていきたい」 

お子さんの自立を願い、焦る気持ちを抑えて、その歩みに寄り添おうとする保護者の真

摯な思いに触れ、私たち教職員は身の引き締まる思いがすると同時に、学校と家庭が「共に

子どもをはぐくむパートナー」であることを改めて実感し、大きな喜びと勇気をいただき

ました。私たちも、日々の生活の中で、この「同時」を実現する難しさを感じています。大

人は経験がある分、子どもが苦労している姿を見ると、つい先回りして殻を壊してあげた

くなるものです。けれども、親鳥が早く突きすぎれば、中の雛は自力で生きるための準備を

整えられないまま、外の世界に出されてしまいます。反対に、雛が必死に叩いているサイン

を見逃してしまえば、雛は十分に力を発揮できなくなってしまうかもしれません。 

環境の変化という最初のハードルを越えた今、子どもたちの内側からは、４月とは違う

「コツコツ」という「啐」の音が聞こえ始めています。それは、新しい学習への戸惑いや、

友人関係の悩み、あるいは部活動での葛藤かもしれません。学校では、この「叩いてもすぐ

には殻が割れない時間」を、何より大切にしたいと考えています。スムーズにいかないもど

かしさや、思うようにいかない苛立ち、そんな試行錯誤の過程こそが、子どもたちの「心の

根っこ」を太く、強く育ててくれるからです。5 月は連休明けの疲れも出やすく、自分の殻

の硬さを一番に実感しやすい時期でもあります。そのような時、「大丈夫、あなたには叩き

続ける力があるよ」 、「今は割れなくても、その一叩きがあなたを強くしているんだよ」、

と信じて寄り添うこと、たとえ歩みが止まっているように見えても「今は力を蓄えている

大切な時間なんだね」と丸ごと受け止めてあげること。それこそが、私たちが目指すべき温

かな「啄」のあり方ではないでしょうか。 

殻の厚さも、叩くリズムもタイミングもみんな違います。子どもたちが安心して試行錯

誤を繰り返し、自分らしい殻の破り方を見つけられるよう、そして私たち大人がその「かす

かな音」を決して聞き逃さないよう、これからも学校・家庭・地域が手を携え、最適なタイ

ミングで子どもたちを支えていければと願っております。

 



 

  

 

 

 

 


